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(百万円未満切捨て)

１． 2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 2,249 △0.2 154 126.7 185 91.2 166 101.2

2019年３月期第２四半期 2,255 11.0 67 － 96 187.0 82 153.4

(注)包括利益 2020年３月期第２四半期 132 百万円 (△38.7％) 2019年３月期第２四半期 215 百万円 ( 96.0％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 110.64 －

2019年３月期第２四半期 54.98 －
（注）当社は、2018年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行

われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態
　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 5,929 4,003 67.5

2019年３月期 6,285 3,886 61.8

(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 4,003 百万円 2019年３月期 3,886 百万円

　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － － － 10.00 10.00

2020年３月期 － －

2020年３月期(予想) － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　※ 2020年３月期(予想)の期末配当金については、未定であります。

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,300 △2.8 135 209.7 180 60.0 140 △2.3 93.25

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　 連結業績予想の修正については、2019年10月25日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご覧ください。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 － 社 (社名) 、除外 － 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 1,540,000株 2019年３月期 1,540,000株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 38,686株 2019年３月期 38,686株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 1,501,314株 2019年３月期２Ｑ 1,501,455株

（注）当社は、2018年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行

われたと仮定して、「期中平均株式数」を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

１.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２.2020年３月期の配当金につきましては、現時点では未定とさせていただきます。今後の事業推移や業績見通しを勘

案の上で、決定次第速やかに開示を行う予定です。

　

　

　

決算短信（宝印刷） 2019年10月30日 14時05分 2ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



櫻島埠頭株式会社(9353) 2020年３月期 第２四半期決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………３

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………４

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………９

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………９

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………９

３．その他 ……………………………………………………………………………………………………10

（１）生産、受注及び販売の状況 …………………………………………………………………………10

決算短信（宝印刷） 2019年10月30日 14時05分 3ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



櫻島埠頭株式会社(9353) 2020年３月期 第２四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、堅調な設備投資と良好な雇用・所得環境に支えられ、緩やかな回復基

調を維持して来ましたが、米中の貿易摩擦や英国のＥＵ離脱等に起因する海外情勢の不透明感の一層の高まりを背景

に、今後の経済情勢についてはさらに予断を許さない状況となりつつあります。

このような情勢のもと、当社グループは、2020年３月期を最終年度とする中期経営計画「Innovation & Progress

for 2019」に則り、特殊物資港区に相応しい高付加価値事業の実現、原価構造の改革によるコスト削減などの事業戦

略を引き続き推進してまいりました。また、より質の高い物流サービスを提案、お客様ニーズにフレキシブルに対応

する一方、新規のお客様や新規貨物の誘致勧誘を行うなどの積極的な営業活動を展開しました。

この事業運営の中、当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、ばら貨物における取扱数量の大幅減少に

伴う収入への影響はありましたが、液体貨物が順調に稼働したことから2,249百万円となり、前年同期に比べ５百万

円、0.2％の減収に留まりました。

売上原価につきましては、ばら貨物の減少により荷役費用等が減少したことなどから、1,872百万円となり、前年同

期に比べ100百万円、5.1％の減少となりました。販売費及び一般管理費につきましては、222百万円となり、前年同期

に比べ９百万円、4.3％の増加となりました。

また、昨年の台風で被災した設備に対する損害保険金12百万円を受取ったことから、同保険金を特別利益に計上す

るとともに、同台風で損壊したタンクの撤去作業を完了したことから、同撤去費用10百万円を特別損失に計上いたし

ました。

この結果、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、166百万円となり、前年同期に比べ83百万円、

101.2％の増加となりました。

セグメント別の営業の概況は、次のとおりです。

（ばら貨物セグメント）

　ばら貨物については、石炭以外の貨物については総じて堅調な荷動きでしたが、供給先設備の点検補修等により石

炭の取扱いが大きく減少したため、荷役数量と海上運送数量が前年同期に及ばなかったこと、及び大型クレーンに不

具合が生じ、８月下旬から停止したことが影響し、ばら貨物セグメントの売上高は1,265百万円となり、前年同期に比

べ48百万円、3.7％の減収となりました。

なお、大型クレーンの復旧を最短期間で完了するように最善を尽くしておりますが、現在のところ、復旧時期につ

いては11月中旬を見込んでおります。

（液体貨物セグメント）

　液体貨物については、前期及び５月に誘致した新規貨物が貢献し、前年同期に比べタンク稼働率が上昇し、石油

類・化学品類共に増収となりました。この結果、液体貨物セグメントの売上高は492百万円となり、前年同期に比べ44

百万円、9.9％の増収となりました。

（物流倉庫セグメント）

　物流倉庫の売上高については、各倉庫とも前年同期並みの稼働状況を維持し、前年同期並みの478百万円となりまし

た。

（その他のセグメント）

　その他のセグメントの売上高は、売電事業により、前年同期並みの12百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は5,929百万円となり、前連結会計年度末に比べて356百万円減少しまし

た。これは当社敷地の借地料支払い等により現金及び預金が減少したことや、投資有価証券の時価が下落したこと

によるものであります。

負債合計につきましては、返済が進み長期借入金が減少したことや、修繕費等に係る未払費用（流動負債その

他）が減少するなどしたことから前連結会計年度末に比べて473百万円減少し、1,925百万円となりました。

純資産合計につきましては、その他有価証券評価差額金は減少しましたが、利益剰余金が増加したことにより前

連結会計年度末に比べて117百万円増加し、4,003百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前当期純利益など

により18百万円の資金増加となりました。投資活動によるキャッシュ・フローでは有形固定資産の取得による支出

などにより236百万円の資金減少となりました。財務活動によるキャッシュ・フローでは、長期借入金の返済による
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支出などにより172百万円の資金減少となりました。これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同

等物（以下「資金」という）は951百万円となり、前連結会計年度末に比べて390百万円減少しました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローでは、18百万円の資金増加（前年同期は26百万円の資金減少）となりまし

た。これは前払費用の増加額が248百万円となったものの、税金等調整前当期純利益を187百万円、減価償却費を

124百万円計上したことなどによるものです。なお、前払費用については、当社敷地に係る借地料の下半期６ヶ月

分（10～３月分）を９月に支払っております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローでは有形固定資産の取得による支出を218百万円、有形固定資産の除却によ

る支出を10百万円行ったことなどから236百万円の資金減少（前年同期は89百万円の資金減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローでは長期借入金の返済による支出が147百万円、配当金の支払額が14百万円

あるなどしたため172百万円の資金減少（前年同期は165百万円の資金減少）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期の連結業績予想につきましては、2019年５月15日の決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想

から変更しております。

詳細につきましては、2019年10月25日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下ださい。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,342,774 951,888

売掛金 394,488 443,378

有価証券 30,000 20,000

貯蔵品 33,769 32,002

その他 566,705 540,846

貸倒引当金 △5,798 △4,027

流動資産合計 2,361,939 1,984,089

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 861,441 824,357

その他 528,684 625,673

有形固定資産合計 1,390,125 1,450,030

無形固定資産

その他 295,518 294,690

無形固定資産合計 295,518 294,690

投資その他の資産

投資有価証券 1,650,046 1,601,547

その他 587,969 599,051

投資その他の資産合計 2,238,015 2,200,599

固定資産合計 3,923,659 3,945,319

資産合計 6,285,599 5,929,409

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 193,500 204,613

1年内返済予定の長期借入金 262,928 228,508

未払法人税等 36,243 33,598

賞与引当金 32,665 37,056

災害損失引当金 85,500 35,365

その他 512,899 260,299

流動負債合計 1,123,737 799,440

固定負債

長期借入金 693,116 579,762

繰延税金負債 250,462 226,490

役員退職慰労引当金 84,123 94,764

環境対策引当金 55,646 53,901

退職給付に係る負債 4,930 5,111

資産除去債務 21,599 21,762

その他 165,151 144,179

固定負債合計 1,275,029 1,125,971

負債合計 2,398,766 1,925,411
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 770,000 770,000

資本剰余金 365,161 365,161

利益剰余金 2,188,393 2,339,481

自己株式 △55,617 △55,617

株主資本合計 3,267,937 3,419,025

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 618,895 584,972

その他の包括利益累計額合計 618,895 584,972

純資産合計 3,886,832 4,003,998

負債純資産合計 6,285,599 5,929,409
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 2,255,073 2,249,765

売上原価 1,973,420 1,872,868

売上総利益 281,653 376,897

販売費及び一般管理費 213,674 222,803

営業利益 67,978 154,093

営業外収益

受取利息 316 210

受取配当金 26,614 29,917

その他 10,849 9,431

営業外収益合計 37,780 39,558

営業外費用

支払利息 5,740 5,306

遊休設備費 3,162 3,140

その他 3 16

営業外費用合計 8,905 8,463

経常利益 96,853 185,189

特別利益

受取保険金 - 12,488

固定資産売却益 3,423 0

特別利益合計 3,423 12,489

特別損失

固定資産除売却損 0 10,424

特別損失合計 0 10,424

税金等調整前四半期純利益 100,276 187,254

法人税、住民税及び事業税 18,348 30,212

法人税等調整額 △626 △9,059

法人税等合計 17,722 21,153

四半期純利益 82,554 166,101

親会社株主に帰属する四半期純利益 82,554 166,101
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 82,554 166,101

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 132,982 △33,922

その他の包括利益合計 132,982 △33,922

四半期包括利益 215,537 132,178

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 215,537 132,178
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 100,276 187,254

減価償却費 108,914 124,090

のれん償却額 949 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,294 △1,771

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,992 4,390

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 615 181

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 1,733 5,993

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,021 10,641

環境対策引当金の増減額（△は減少） △4,479 △1,744

災害損失引当金の増減額（△は減少） - △50,135

受取利息及び受取配当金 △26,930 △30,127

支払利息 5,740 5,306

有形固定資産売却損益（△は益） △3,423 -

有形固定資産除売却損益（△は益） 0 10,424

受取保険金 - △12,488

売上債権の増減額（△は増加） 125,719 △48,890

たな卸資産の増減額（△は増加） 754 1,766

仕入債務の増減額（△は減少） △4,685 11,112

未払又は未収消費税等の増減額 △17,404 19,775

前払費用の増減額（△は増加） △288,604 △248,296

その他 △44,781 24,933

小計 △35,885 12,415

利息及び配当金の受取額 26,930 29,791

利息の支払額 △5,670 △5,543

法人税等の支払額 △11,974 △31,010

保険金の受取額 - 12,488

営業活動によるキャッシュ・フロー △26,600 18,140

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △72,941 △218,599

有形固定資産の売却による収入 3,423 1

有形固定資産の除却による支出 - △10,240

無形固定資産の取得による支出 △1,025 -

投資有価証券の取得による支出 △9,992 -

その他 △8,597 △7,541

投資活動によるキャッシュ・フロー △89,132 △236,379

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △140,574 △147,774

リース債務の返済による支出 △9,529 △10,747

自己株式の取得による支出 △157 -

配当金の支払額 △14,937 △14,108

財務活動によるキャッシュ・フロー △165,198 △172,630

現金及び現金同等物に係る換算差額 38 △16

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △280,892 △390,885

現金及び現金同等物の期首残高 1,148,436 1,342,774

現金及び現金同等物の四半期末残高 867,543 951,888
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

① 生産及び受注の状況

該当事項はありません。

② 販売実績

作業別売上実績をセグメント別に示すと次の通りであります。

　

セグメント

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 前連結会計年度
(2018年4月～2018年9月) (2019年4月～2019年9月) (2018年4月～2019年3月)

数量 金額 構成比 数量 金額 構成比 数量 金額 構成比
(千㌧・
千KL)

(千円) (％)
(千㌧・
千KL)

(千円) (％)
(千㌧・
千KL)

(千円) (％)

ばら貨物セグメント

　荷役業務 1,702 520,563 1,612 495,674 3,266 995,778

　海上運送業務 452 317,206 350 254,775 853 607,676

　野積保管業務 999 96,413 984 85,250 1,948 185,047

　倉庫保管業務 144 77,787 144 80,505 284 156,844

　陸上運送業務 195,949 202,282 390,200

　その他業務 106,846 147,330 203,880

計 1,314,767 58 1,265,819 56 2,539,427 57

液体貨物セグメント

　荷役業務 410 108,456 373 91,200 789 192,574

　保管業務 618 310,607 736 373,884 1,289 672,124

　陸上運送業務 127 ― 127

　その他業務 29,330 27,765 53,718

計 448,521 20 492,851 22 918,544 21

物流倉庫セグメント

(化学品センター)

　荷役業務 17,460 14,881 33,934

　保管業務 30,522 30,522 61,045

　その他業務 2,733 4,952 6,220

　小計 (50,716) (2) (50,356) (2) (101,199) (2)

(低温倉庫)

　荷役業務 254,141 256,119 505,783

　保管業務 45,000 45,000 90,000

　その他業務 360 360 720

　小計 (299,501) (13) (301,479) (13) (596,503) (13)

(冷蔵倉庫)

　荷役業務 32,372 33,458 64,009

　保管業務 53,084 53,236 102,438

　陸上運送業務 2,343 705 3,119

　その他業務 991 718 2,451

　小計 (88,791) (4) (88,119) (4) (172,019) (4)

(食材加工施設)

　保管業務 40,143 38,422 78,565

　小計 (40,143) (2) (38,422) (2) (78,565) (2)

計 479,152 21 478,378 21 948,288 21

その他

　その他業務 12,631 1 12,716 1 19,837 0

合 計 2,255,073 100 2,249,765 100 4,426,098 100

液体貨物セグメント

　 品種別内訳

石油類 (529) (309,821) (69) (600) (333,549) (68) (1,130) (652,127) (71)

　白油 165 119,239 165 109,972 330 217,414

　重油 262 90,083 333 123,050 596 232,585

　工業原料油 87 73,405 87 73,577 174 145,909

　アスファルト 15 27,092 15 26,948 30 56,217

化学品類 (57) (138,700) (31) (104) (159,301) (32) (184) (266,417) (29)

計 586 448,521 100 704 492,851 100 1,314 918,544 100
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